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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

近 年 ，3D プ リ ン タ が 安価 で 購 入 可 能 とな り ，様々 な 分 野 に 普 及し 活 用さ れ 始 め て い る 。そ の一つ と

し て ， 学 校 現 場で も 普及 が 進 ん で お り， 平 成 29 年 3 月 に 告示 さ れ た中 学 校 学 習 指 導要 領 技術 ・ 家 庭

編 技 術 分 野 で も 3D-CAD や 3D プ リ ン タ を 活 用 する こ と に つ い て示 さ れて い る 。ま た ，令 和 元年 6 月 に

改 訂 さ れ た 教 材整 備 指針 で も 昨 今 の 技術 革 新等 を 踏 ま え た 教材 と して 3D プ リ ン タ が 示 さ れて い る 。

し か し ，現 状 で は 学校 現場 で の 主 な 活 用は ク ラブ 活 動 等 で 使 用し た とい う 事 例 が 多 く ，授業 での 実 践

例 は 非 常 に 少 ない 。こ の理 由 と し て ，3D デ ー タの 作 成 に 必 要 な CAD ソフ ト の 操 作 技 能が 必 要と な る 問

題 ，3D プ リ ン タ の 造 形に は 非 常 に 長 い時 間 がか か る と い う 問題 が ある 。本 研 究 で は ，造 形 時間 の 問 題

に 焦 点 を 当 て る 。学校 現場 で は 以 下 の 授業 実 践の よ う に 造 形 時間 の 問題 に 関 し て 対 応し て いる 。小 学

校 で の 授 業 実 践で は ，児 童 が 授 業 時 間内 に 原型 と な る 立 体 作品 を 作成 し ， 授 業 時 間外 に 教員 が 3D ス

キ ャ ン と 造 形 を行 っ てい る 。 ま た ， 中学 校 の技 術 で の 授 業 実践 で は， 授 業 計 画 に 造形 の 時間 と し て 1

単 位 時 間 が 組 み込 ま れて い る が ，生 徒 の 人数 から 授 業 時 間 外 にも 造 形を 行 っ て い る と考 え られ る 。高

等 学 校 の 教 科 情報 で の授 業 実 践 で は ，生 徒が 授業 内 で CAD ソ フ ト に よる 設 計 を 行 い ，教 員が 生徒 全 員

分 の 造 形 を 授 業時 間 外で 行 っ て い る 。他 に も様 々 な 校 種 教 科 で 3D プリ ン タ を 活 用 した 授 業実 践 が 行

わ れ て い る 。こ れ らの 実践 例 で は 造 形 は教 員 が授 業 時 間 外 に も行 っ てい る が ，教 員 の 授 業時 間外 の 時

間 も 限 り が あ る。 こ のこ と か ら ， 学 校現 場 での 3D プ リ ン タ の さ ら なる 活 用 の た め には ， 造形 時 間 の

問 題 を 解 決 す る必 要 があ る 。 ま た ， 3D プ リ ンタ の 普 及 に 伴 い， 既 存の 3D プ リ ン タ に 新し い機 能 を 提

案 す る 研 究 や ，制 御方 法に 関 す る 研 究 はす で に行 わ れ て い る が ，教育 に関 す る 造 形 時 間の 評 価や 指 標

を 明 ら か に す る研 究 は筆 者 の 知 る 限 り行 わ れて い な い 。 そ こで ， 本研 究 で は 学 校 現場 で の 3D プ リ ン

タ の さ ら な る 活用 の ため の 調 査 の 一 つと し て ，造 形 時 間 の 問 題に 焦 点を 当 て ，造 形 縮 尺 と造 形時 間 の

関 係 に つ い て 実験 に より 明 ら か に す るこ と を目 的 と す る 。 造形 縮 尺と 造 形 時 間 に 関す る 実験 と し て ，

中 学 校 技 術 の 製図 の 立体 模 型 を 想 定 し た 1 辺 30mm の L 字 型 を 実 験 に おけ る 基 本 形 状 とし そ の寸 法 を

基 準（ 縮 尺 100%）と し て基 本 形 状 に 対 し て CAD ソ フ ト 側 で 一 定の 間 隔ご と に 縮 尺 を 変更 し 造形 を 行 う 。

造 形 の 様 子 を ビデ オ カメ ラ で 撮 影 し，映 像 の 時刻 を も と に 造 形時 間 の計 測 を 行 う 。3D-CAD は学 校 現 場

で 利 用 さ れ て い る AUTODESK 社「 FUSION 360」を使 用 す る 。3D プ リ ンタは ，熱 溶 解 積 層方 式 (FDM:Fused 

Deposition Modeling)の PP3DP「 UP Plus2」と Stratasys「 MakerBot Replicator Mini+」，XYZprinting

「 da Vinci mini w+」の 3 台を 使 用 す る。 実験 材 料 と し て 樹脂 は PLA（ ポ リ 乳 酸 ） を使 用 する 。 そ の

結 果 ， 造 形 縮 尺と 造 形時 間 の 関 係 は 3D プ リ ンタ の 機 種 に か かわ ら ず放 物 線 を 描 く こと が 分か っ た 。

ま た ，一 辺 12mm（ 縮 尺 40%）以 下 の 大 き さ の造形 物 に つ い て は設 計 形状 と 同 じ 形 に なら な いこ と が 分

か っ た 。こ れ は，小 さ く造 形 す る こ と で機 械 精度 の 問 題 に よ り形 状 が変 化 し て し ま った と 考え ら れ る 。

こ の こ と か ら ，縮 尺を 小さ く 造 形 す る こと で 造形 時 間 は 短 く する こ とが で き る が ，小 さ い形 での 造 形

で は 設 計 通 り の形 状 にな ら な い こ と が分 か った 。こ れ ら の 結 果 から一 辺 15mm（ 縮 尺 50%）が求 め る 形

状 を 短 い 時 間 で造 形 する こ と に 適 し てい る がわ か っ た 。今後 は ，3D プリ ン タ の 各 条 件と 造 形時 間 の 関

係 を 明 ら か に する こ とで ， 学 校 現 場 にお け る 3D プ リ ン タ の さ ら なる 活用 を 目 的 と し たガ イ ドラ ン の

作 成 を 予 定 で ある 。  

 

【研究成果発表方法】 
学 会 発 表  

・今 井  慎 一 ，岸 本  航 ，「 3D プ リ ン タ に お け る造 形 方 向 に 関 する 実 験的 検 討 」，電 気 学 会 研究会 資 料 制

御 研 究 会 CT-20-029 pp.127-128(2020) 

・岸 本  航 ,今 井  慎 一 ，「 3D プ リ ン タ に お け る 位置 制 御 の た め の造 形 精度 の 検 証 」，2019 年 電気学 会 電・

情 報 ・ シ ス テ ム部 門 大会 プ ロ グ ラ ム , pp.428-429 (2019) 

・ 岸 本  航 ,今 井  慎 一 ,「 3D プ リ ン タ に お け る造 形 縮 尺 と 造 形時 間 の関 係 」， (一 社 )日本 産 業技 術 教 育

学 会 第 62 回  全 国 大 会（ 静 岡 ） 講 演 要旨 集 , pp.203 (2019) 

ま た 現 在 、 成 果を ま とめ た 論 文 を 学 会誌 に 投稿 予 定 で あ る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


